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「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
１．目的、期間、補助対象者

目的
電気自動車等並びにＶ２Ｈ充放電設備及び充電設備の普及を促進し、かつ、車両を市脱炭素先行地域で

シェアリングする事業を実施することで、市脱炭素先行地域における二酸化炭素の排出量実質ゼロの実現及び
市脱炭素先行地域内の交通弱者問題の解決に資することを目的としています

期間
申請受付期間:令和7年５月14日～令和7年６月30日

補助対象者
市脱炭素先行地域内に事務所又は事業所を有する事業者（個人で事業を営む者を含む。）
宮古島市暴力団排除条例（平成24年宮古島市条例第１号）第２条第１号又は第２号に該当しない者
本市の公的義務（市税、使用料、負担金及び貸付金等）の納付及び償還等を果たしている者
同一年度に市シェアリング補助金の交付決定を受けていない者。ただし、新たにＶ２Ｈ充放電設備又は充電

設備の導入をしようとする場合及び同一年度にＶ２Ｈ充放電設備又は充電設備に対する市シェアリング補助
金の交付決定を受けている場合において、新たに電気自動車等の導入をしようとするときはこの限りでない。

ＣＥＶ補助金、充電インフラ補助金及び脱炭素電気自動車等導入補助金の交付を受けずに補助対象車
両等を購入し、又はリースの契約にて導入する者。



「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
２．交付対象となる補助対象車両等 概要

交付対象となる補助対象車両等
市シェアリング補助金の交付対象となる電気自動車等は、次の各号に掲げる要件のいずれかに該当する

カーシェア事業に使用するものとする
 平常時に社用車として使用し、災害時に限らず、遊休時に社用以外の用途に供するため社員等に有

償又は無償にて貸し渡しするものであること
 平常時に社用車として使用し、災害時に限らず、他の地方公共団体又は民間企業間で共有するもの

であること

２ 市シェアリング補助金の交付対象となる電気自動車等は、前項に掲げる要件のほか、次に掲げる要件
の全てに該当するものとする
 (1) 購入又はリースの契約にて導入するものであり、かつ、中古車両又は新古車両でないこと
 (2) 主たる保管場所が市脱炭素先行地域内であること
 (3) 市シェアリング補助金の交付決定があった年度内に納車されるものであること
 (4) 別表第２に掲げる各区分における要件を全て満たしていること

３ 市シェアリング補助金の交付対象となるＶ２Ｈ充放電設備及び充電設備は、次に掲げる要件の全て
に該当するものとする
 (1) 購入又はリースの契約にて導入するものであり、かつ、中古品又は新古品ではないこと
 (2) 市脱炭素先行地域内に設置されるものであること
 (3) 市シェアリング補助金の交付決定があった年度内に設置するものであること
 (4) 別表第２に掲げる各区分における要件を全て満たしていること



「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
３．交付対象となる補助対象車両等 詳細

区分 申請要件

電気自動車等 (1)申請車両は、交付決定後に初度登録される車両であること。
(2)申請者が購入する又はリース契約にて導入する車両であること。
(3)申請車両の自動車検査証記録事項上の所有者及び使用者の氏名又は名称の欄が申請者であるこ
と。ただし、リースの場合は、使用者の氏名又は名称の欄が申請者であること。

(4)市シェアリング補助金の交付対象となる電気自動車等は、次のいずれかの条件を満たすもので
あること。
① 拠点において、車両の走行による想定年間消費電力量を賄うことができる再エネ発電設備
（全量売電しているものを除く。以下同じ）と接続して、充電を行うものであること。
② 再エネ発電設備を設置できない場合又は想定年間消費電力量に対して設備容量が不足する
場合については、その不足分について再エネ電力証書（グリーン電力証書、再エネ電力由来J
クレジット、ＦＩＴ非化石証書又は非ＦＩＴ非化石証書（再エネ指定））の購入を行うもの
であること。

(5)通信・制御機器、充放電設備又は充電設備と合わせて、外部給電が可能な電気自動車等である
こと。

Ｖ２Ｈ
充放電設備

充電設備

(1)交付決定後に発注されるものであること。
(2)申請者が購入する又はリース契約にて導入するものであること。
(3)申請者が充放電設備の所有者であり、かつ、当該設備の設置場所及び給電対象施設の使用権を
有するものであること。ただし、リースの場合は、当該設備の設置場所及び給電対象施設の使
用権を有する者であること。

(4)再エネ発電設備から電力供給が可能であるよう措置されていること。ただし市シェアリング補
助金により導入する電気自動車等の付帯設備として導入する場合を除く。

別表第２（第４条関係）



「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
４．補助対総経費、補助金及び上限額

区分 補助金の額 上限額（千円）

電気自動車 車両本体価格×１／３以内 1,000

プラグインハイブリッド自動
車

車両本体価格×１／３以内 600

Ｖ２Ｈ充放電設備 購入価格（工事費を含む。）×３/４以内 150

充電設備 購入価格（工事費を含む。）×３/４以内 150

別表第１（第３条関係）
１ 補助対象経費は、電気自動車及びプラグインハイブリッド自動車車においては車両本体価格とし、Ｖ２Ｈ充放電

設備及び充電設備においては購入価格とし、いずれも消費税抜きの額とする。

２ 補助金の額は、千円未満切捨てとする。



「宮古島市脱炭素先行地域」
５．電気自動車等シェアリング事業補助金申請業務フロー

市

申請者

電気自動車
販売事業者

（第5条）
交付申請

申請書受領
交付決定

車両
納車

領収書
発行

実績受領
交付額決定

（第10条）
補助金
請求

補助金
受領

補助金
交付

【様式第２号】
交付決定通知書

確認

【様式第1号】
補助金交付申請書

【様式第７号】
補助金支払

請求書

支援

支払い
購入
依頼

（第8条）
実績報告

納車を
通知

EVカーCO2削減
効果計算シート

【様式第12号】
誓約書兼協力

同意書

【様式第13号】
事業実施計画

【様式第14号】
設備使用に関する

承諾書

【様式６号】
交付額確定

通知書

【様式第5号】
実績報告書

（第14条）
事業実績書類の

整備と保管

(第15条)
協力事項

事業実績
確認

事業実
績確認

カーシェア事業運用前 カーシェア事業運用中

事後検証、事業内容を
確認し、是正を行う

必要に応じて、以下の対
応を行う

■申請者:
「交付申請の変更又は取
下げ」

■市:
「交付決定の取消し」「補
助金の返還」

交付要綱
公開



「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
６．交付申請時必要書類①

 交付申請
 補助金交付申請書に、別表第３に掲げる書類を添付し提出すること
 提出後、申請書の確認とカーシェア事業実施計画の内容が補助事業に適しているか評価される

区分 申請に必要な添付書類
電気自動車等 (1)見積書の写し（メーカー名、型式、購入価格（予定価格）及び支払条件が明記されているもの）

(2)補助対象者の本人確認資料及び事業内容確認資料
①法人の場合 全部事項証明書（履歴事項証明書又は現在事項証明書）（発行から３か月以内のもの）、直近の決算書一式（写し）、
法人の事業概要が分かる資料

②個人の場合 本人確認書類（免許証（写し）、住民票（写し）（発行から３か月以内のもの）、「直近年度の確定申告書一式（写
し）」、開業届出書（確定申告書で代用可能な場合は省略可能）、事業概要が分かる資料

(3)補助対象車両等に関する誓約書兼協力同意書（様式第12号）
(4)カーシェア事業実施計画（様式第13号）
(5)再エネ発電設備の設備容量及び電力供給が確認できる資料
①施設を所有している又はＰＰＡ事業者から電力供給を受けている場合は次のいずれかの書類
・再エネ発電設備の契約書等
・ＰＰＡ事業者から電力供給を受けていること及び設備容量が確認できる書類等

②第３者が再エネ設備を所有している又は第３者がＰＰＡ事業者と契約の上電力供給を受けている場合は、次のいずれかの書類
・設備使用に関する承諾書（様式第14号）及び再エネ発電設備の契約書等
・設備使用に関する承諾書（様式第14号）及びＰＰＡ事業者から電力供給を受けていること及び設備容量が確認できる書類等

(5)その他市⾧が必要と認めるもの

Ｖ２Ｈ
充放電設備

充電設備

(1)見積書の写し（メーカー名、型式、購入価格（予定価格）及び購入費の支払条件が明記されているもの）
(2)補助対象者の本人確認資料及び事業内容確認資料
①法人の場合 全部事項証明書（履歴事項証明書又は現在事項証明書）（発行から３か月以内のもの）、直近の決算書一式（写し）、
法人の事業概要が分かる資料

②個人の場合 本人確認書類（免許証（写し）、住民票（写し）（発行から３か月以内のもの）等）、直近年度の確定申告書一式
（写し）、開業届出書（確定申告書で代用可能な場合は省略可能）、事業概要が分かる資料

(3)設備の設置場所及び給電対象施設の使用権を確認する書類
①施設を所有している場合
・登記事項証明書等所有していることが確認できる書類

②賃貸等施設を第３者が所有している場合
・設備使用に関する承諾書（様式第14号）及び登記事項証明書等

(4)補助対象車両等に関する誓約書兼協力同意書（様式第12号）
(5)カーシェア事業実施計画（様式第13号）
(6)その他市⾧が必要と認めるもの

別途添付書類チェックリ
ストをご参照ください



「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
６．交付申請時必要書類②

記載例１：社員への貸渡し 記載例２：地域住民への貸渡
し

様式13号「カーシェア事業実施計画記載例」



「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
７．実績報告

 実績報告
 補助対象車両等を納車日又は設置日から起算して30日以内又は交付決定のあった日の属する年度の１月末日のいず

れか早い日までに実績報告書（様式第５号。以下「報告書」という。）に別表第４に掲げる書類を添付し、提出する
区分 実績報告に必要な添付書類

電気自動車等 (1)支払証ひょう（写し）又は全額支払の手続が完了していることを証明する書類（写し）（注）
(2)リースの場合は、リース契約を示す書類（写し）
(3)導入状況を示すカラー写真
(4)自動車検査証（写し）及び自動車検査証記録事項（写し）
(5)次のいずれか又は両方を確認できる資料。
① 再エネ発電設備の設備容量が確認できる資料
② 再エネ電力証書購入により調達する電力量が確認できる資料

(6)カーシェア事業として電気自動車等を貸し渡す相手として、地域住民等の個人、他の民間企業及び他の地方公
共団体を含む内容である場合は、下記のいずれかの書類。ただし、貸し渡す相手を所属する社員のみとしてい
る場合を除く。
①レンタカー事業許可証（写し）
②カーシェア事業許可証（写し）

(7)その他市⾧が必要と認めるもの

Ｖ２Ｈ充放電設備
充電設備

(1)支払証ひょう（写し）又は全額支払の手続が完了していることを証明する書類（写し）
(2)リースの場合は、リース契約を示す書類（写し）
(3)導入状況を示すカラー写真
(4)メーカーが発行する保証書（写し）又はメーカーが認めた第三者の発行する保証書（保証書のフォームは、
メーカーが定めたもので、第三者の発行をメーカーが管理できる場合に限る。）

(5)設備設置の完了を確認できる図面
(6)再エネ発電設備から電力供給可能であるよう措置されていることが確認できる資料（市シェアリング補助金に
より導入する電気自動車等の付帯設備として導入する場合を除く。）

(7)その他市⾧が必要と認めるもの



「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
８．書類整備・保管及び協力事項

 カーシェア事業等利用実績書類の整備と保管
電気自動車等を用いて実施したカーシェア事業等利用実績をまとめたカーシェア事業等利用実績（様式

第11号）を作成し、当該書類を市シェアリング補助金交付の完了した日の属する年度の終了後５年間、
市⾧の要求があったときに、いつでも閲覧に供せるよう保存しておかなければならない

前項の規定に基づき保存するべき帳簿等のうち、電磁的記録により保管が可能なものは、電磁的記録によ
ることができる

協力事項
次に掲げる事項への協力を求めた場合は、可能な範囲で協力しなければならない

 (1) 補助対象車両等の導入から１年ごとの使用状況に関するヒアリング及びアンケート
 (2) 導入した補助対象車両等の災害時等における貸与
 (3) その他市⾧が必要と認める事項



「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
９．書類作成手順 CO2削減効果シート①

①様式第1号 補助金交付申請書の以下の情報を確
認して記入する

②様式第1号 補助金交付申請書に記載した情報を下
記のEVカーCO2削減効果計算シートに転記する

取得情報(様式第1号 補助金
交付申請書)
 主たる保管場所又は設置

場所
 車種又は機種

 電気自動車等:車
種、蓄電池要領
（kWh）

 V2H充放電設備:
メーカー、型式名

 充電設備:メーカー、
型式

 導入（納車・設置）年月
日

 契約形態
 購入（現金）
 購入（ローン）
 リース

 車両導入に要する経費

 再エネ発電設備
 再エネ発電設備設

置場所
 再エネ発電設備の

所有者
 車両の主たる保管

場所又は設備場所
からの距離

 再エネ発電設備種
類

 設備容量（kW）

1効果 2再エネ設備
3環境価値
(kWh)

4環境価値
(t-CO2)

メーカー名 車種
排出係数（kg-
CO2/L）

燃費（km/L）
想定走行距離
（km/YEAR）

消費ガソリン（L/
年）

CO2排出量(kg)

（A）－Ⅰ メーカー名 車種
沖電排出係数
kg-CO2/kWh）

電力費用
（kwh/km）

想定走行距離
（km/YEAR）

耐用年数 充電方法
消費電力（kwh/
年）

日産 ルークス 2.29 20.9 3,557 170 390 日産 SAKURA 0.694 0.124 3,557 4
再エネ発電
設備

1,559 441 0.338 1,765 1,225

2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0

必要再エネ設
備容量(kW)

再エネ電力証
書購入必要量
(kWh）4年累
計

再エネ電力証書
購入必要量(t-
CO2）4年累計

ICE　買換え前 EV　買換え後 効果:EV導入によ
る　CO2削減量(t-
CO2)
(A)-Ⅰ×耐用年数



1効果 2再エネ設備 3環境価値
(kWh)

4環境価値
(t-CO2)

ICE 買換え前 EV 買換え後
効果:EV導入による
CO2削減量(t-
CO2)
(A)-Ⅰ×耐用年数

必要再エネ設備
容量(kW)

再エネ電力証書
購入必要量
(kWh）4年累
計

再エネ電力証書
購入必要量(t-
CO2）4年累計メーカー名 車種 排出係数（kg-

CO2/L） 燃費（km/L） 想定走行距離
（km/YEAR）

消費ガソリン（L/
年）

CO2排出量(kg)（
A）－Ⅰ

メーカー名 車種 沖電排出係数
kg-CO2/kWh）

電力費用
（kwh/km）

想定走行距離
（km/YEAR） 耐用年数 充電方法 消費電力（kwh/

年）

日産 ルークス 2.29 20.9 3,557 170 390日産 SAKURA 0.694 0.124 3,557 4再エネ発電
設備 1,559 441 0.338 1,765 1,225 

2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 
2.29 0 0 0.694 0 0 0.000 0 0 

「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
９．書類作成手順 CO2削減効果シート②

 ICEのメーカー名、車種、燃費は、買換え前の情報を入力してください（下図の青枠内の黄色）
※買換えでなく、新規購入の場合は、CO2削減シート「走行距離について」に記載の標準燃費参照値（軽自動
車:15.1、 普通車:9.7）を利用ください。また、ICEのメーカー名ところには、【無し】と記入ください。

 ICEとEVの走行距離は、実績値が分かれば実績値を、分からない場合は、別紙2にある参考情報を基に入力して
ください

 EVのメーカー名、車種、燃費は、買換え後の情報を入力してください（下図の赤枠内の黄色）



「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
９．書類作成手順 CO2削減効果シート③

 ICEの燃費確認方法
 例:ルークスの場合:

① Webに公開されているルークスの仕様ページを参照する 「roox_specsheet.pdf」
② グレードを確認する

③ グレードがSの場合、Sの性能を確認し、燃料消費率の数値を確認後、記入する



「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
９．書類作成手順 CO2削減効果シート④

 EVのメーカー名、燃費確認方法
 例:サクラの場合:

① Webに公開されているサクラの仕様ページを参照する 「sakura_specsheet.pdf」
② グレードを確認する

③ グレードがXの場合、Xの性能を確認し、交流電力量消費率の数値を確認後、記入する

入力する際は、単位に注意
すること
124wh → 0.124kWh



「宮古島市脱炭素先行」地域電気自動車等シェアリング事業補助金
９．書類作成手順 CO2削減効果シート⑤

 買換えでなく、新規購入の場合は、以下の標準の燃費参照値を利用ください。
また、ICEのメーカー名ところには、【無し】と記入ください。

・軽乗用車:15.1km/L
・普通車:9.7km/L


